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外科医の診療体制維持のために必要な待遇改善について 

～広島大学病院の対応～ 

                           

 昨今、全国的に消化器外科・一般外科医師数の減少が診療体制に大きな影響

を及ぼすことが懸念され、医療偏在が大きな社会問題となっている。 

広島県唯一の医育機関である広島大学病院においても、この傾向は明らかで

あり、将来的にも更に深刻化することが懸念され、消化器外科疾患等の診療に

支障をきたすことが想定されている。また、大学病院では高度な技術が求めら

れ、長時間の手術や術後管理に対応する必要があるにもかかわらず、特に若手

医師の給与が他の病院と比べて非常に低いことが「外科離れ」の要因として挙

げられる。結果、待遇の良い民間病院や都市部の医療機関へと医師が流出し、

大学病院で外科を志す若手医師が減少するという悪循環が加速している。この

ことから、消化器外科・一般外科に所属する若手の医科診療医に対し、広島医

療圏域及び広島大学病院の診療体制維持のため待遇改善（現行の約 1.3 倍）を

講じるものである。 
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